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6章　プロジェクトの実施

6 - 1　ワーク・ブレークダウン・ストラクチャー （WBS） 



WBS導入の利点
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6 - 2　WBSをもとにしたPOの作成 

（1）人員の見積もり
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（2）スケジュールの見積もり



（3）コストの見積もり
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6 - 3　プロジェクト実施体制管理 

6 - 3 - 1　コミュニケーション管理
（1）コミュニケーション管理の考え方
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（2）コミュニケーション計画



（3）報告書（レポーティング）について
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Box 6 - 1　簡易な進捗報告書の例（1）

「○○訓練センター」プロジェクト　月例報告書
○○年○月分

提出日　○○年○月○日
報告項目 今月の主な実績 来月の主な予定

アウトプット 1
○○センターの運営管理
システムが確立される

・ 2 回目の JCCが開催され、セン
ターの運営管理方法について協
議された。焦点は各種コースの
受講料の価格設定について。
・ センター内責任者のコミュニケー
ション・ネットワークの整備

・ 経理システムの修正とスタッフの研修
・BSC導入の検討開始

アウトプット 2
ビジネスコースが開催さ
れる

・入門コース実施中。参加者50人。・入門コース継続実施
・上級コースの講師到着
・上級コースのカリキュラム策定開始

アウトプット 3
日本語コースが開催され
る

・ 初級コース実施中。3クラス。参
加者 60人。
・ 中級コース実施中。1クラス。参
加者 20人。
・ 上級コースの必要性、収益性に
ついての調査継続中

・初級コースの継続実施
・中級コースの継続実施
・ 上級コースの必要性、収益性について
の調査継続

アウトプット 4
コンピューターコースが
開催される

・ NUOLコース実施中。2クラス。
参加者 20人。
・ MEコース実施中。2クラス。参
加者 20人。
・ MOCコース実施中。1 クラス。
参加者 15人。
・ センター内 LANが不安定な旨、
報告あり

・左記 3コースの継続実施。
・NUOLコース、テキスト修正。
・センター内 LANのチェック。

活動に関する特記事項 ・ 今月は JCCの準備、開催に時間
をとられた
・ コンピューターコースの受講者
募集案内印刷が遅れている

・ ビジネスコース上級コースの開催準備
開始

リスクに関する特記事項 ・ コンピューターコースの受講者
募集案内印刷が遅れている。原
因は印刷業者の遅れ。遅れの原
因は他の仕事を優先している？

・ コンピューターコースの受講者募集案
内印刷業者と契約内容について協議

プロジェクト運営管理に
関する特記事項

・ 四半期受払報告と、それに伴う
予算見直し

・ C/P 旅費に関するプロジェクト規定
の周知徹底
・ 日本人専門家執務室とセンター事務室
の統合

当面の主な行事・訪問者
等

・文化省文化交流局長との会談 ○月○日
・JICAインターン（○○さん）受け入れ ○月○日
・○○大使センター見学 ○月○日
・C/P月例会議 ○月○日



Box 6 - 2　簡易な進捗報告書の例（2）

（4）会議（ミーティング）について
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